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Ⅰ 次の設問に答えなさい。

Ａ君は朝起きて、伸びをしながら深呼吸してたくさんの空気を吸い込んだ。次に水で顔を洗い、朝

ごはんを食べた。朝ごはんのメニューは、パン、牛乳、目玉焼き、ほうれん草とベーコンの炒め物だ

った。目玉焼きと炒め物は鉄のフライパンに食用油をひいてから、ガスの火で炒めた。味付けは塩の

みにした。牛乳はガラスのコップに入れ、パンと目玉焼きと炒め物は陶器の器を使用した。残り物が

出たのでアルミホイルで包み冷蔵庫にしまった。朝食後、革の鞄に教科書とスマートフォンを入れ、

学校に徒歩で向かった。スマートフォンの電池はリチウムイオン電池であった。

Ａ君が食べたもの、吸い込んだ空気、手に触れ使用した物などは色々な物質でできていて、これら

の物質は原子にまで分解できる。例えば、A君が顔を洗った水は水分子でできており，水分子は水素

原子と酸素原子から構成されている。酸素分子は空気に含まれており，酸素原子から構成されている。

リチウムイオン電池にはリチウム原子が含まれている。これらをまとめ解答欄に表示した。水素原子、

酸素原子およびリチウム原子以外で、上の文章に出てくる物に含まれる原子で原子番号２０以下のもの

を５個あげ、使用した物の名称，元素の名称および元素記号を解答欄の残りの空白の部分に書きなさ

い。ただし、物の名称は重複してもよいが、元素名および元素記号は重複しないこと。
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Ⅱ 次の文の（ a ）～（ z ）および（ α ）に当てはまる数（０または自然数）を書きなさい。

自然界に最も多く存在する水素原子は、陽子（ a ）個とそれを取り巻く（そのまわりを回る）電

子（ b ）個から構成されるもので軽水素とも呼ぶ。軽水素の中性子数は（ c ）個である。また、

陽子（ d ）個と中性子（ e ）個およびそれを取り巻く電子（そのまわりを回る）（ f ）個か

らなるものは重水素と呼び、 Hと表記する。さらに、陽子（ i ）個と中性子（ j ）個および

それを取り巻く（そのまわりを回る）電子（ k ）個からなる三重水素などがある。三重水素は放射

性同位体である。軽水素と重水素は安定であり、安定なものはこれ以外に知られていない。したがっ

て理論上、安定な水素分子には質量が異なるものが（ l ）種類あることになる。

酸素原子の原子核は、通常、陽子（ m ）個と中性子（ n ）個からなる。この酸素原子は O

と表記される。この酸素原子が自然界に最も多く存在し安定である。また、中性子数が（ q ）個

あるいは、（ r ）個の安定同位体が知られている（ q＜r ）。これら以外の中性子数のものも知

られているが、それらは放射性同位体である。安定同位体それぞれを区別すると、安定な酸素分子は

理論上（ s ）種類存在することになる。これらのうち O－ Oと O２はほぼ同じ質量であ

る（ｔ＜ｖ）。安定同位体を全て区別すると、水の分子は（ z ）種類存在することになる。そのう

ち質量がほぼ同じものを区別しないことにすると、異なる質量のものが（ α ）種類存在する。

（ g ）
（ h ）

（ o ）
（ p ）

（ t ）
（ u ）

（ v ）
（ w ）

（ x ）
（ y ）
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Ⅲ 酢酸６.０gに水を加え、溶液の体積を１００mLにしたところ、質量は１００gになった。また、この溶液

中の酢酸の電離度は５.０×１０－３であった。この溶液に関して、以下の設問に答えなさい。

問１．この酢酸水溶液のモル濃度（mol/L）を求めよ。計算式と考え方も書くこと。

問２．この溶液中の酢酸イオンの物質量を求めよ。計算式と考え方も書くこと。

Ⅳ 以下の問に答えなさい。

Ｘmol/ＬのFeSO４水溶液２０mlが０．０２０mol/LのKMnO４硫酸酸性水溶液１０mlと過不足なく反応した。

ただし、MnO４－とFe２+はそれぞれ酸化剤および還元剤として次のように働いたとする。

MnO４－ ＋ ８H++５e－ → Mn２+＋ ４H２O

Fe２+ → Fe３+＋ e－

この場合のFeSO４水溶液のモル濃度Ｘmol/Ｌを求めよ。計算式と考え方も書くこと。
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Ⅴ 物質量比が２：１であるメタンCH４とプロパンC３H８の混合気体を完全燃焼させると水と二酸化

炭素が生成した。このことについて以下の設問に答えなさい。ただし、原子量は H=１.０、C=

１２、O=１６として計算し、有効数字２桁で答えなさい。

問１．メタンとプロパンを完全燃焼させたときの化学反応式をそれぞれ答えよ。

問２．この混合気体２.４molを完全燃焼させたときに発生する水と二酸化炭素の物質量を求めよ。計

算式と考え方も書くこと。

Ⅵ 以下の設問に答えなさい。ただし、原子量はH＝1.0、Ｎ＝１４、Ｏ＝１６、Ｓ＝３２、Ｋ＝３９、Cu＝６４

として計算しなさい。

問１．硫酸銅（II）五水和物CuSO４・５H２Oは２０℃ の水２５０gに何ｇ溶けるか。整数値で答えよ。た

だし、硫酸銅（II）CuSO４は２０℃の水１００gに２０g溶けるものとする。計算式と考え方も書くこと。

問２．６０℃ の硝酸カリウムKNO３の飽和水溶液４２０gを１０℃ に冷却したとき、何ｇの結晶が析出する

か整数値で答えよ。硝酸カリウムの溶解度は１０℃で２２g/１００g水、６０℃で１１０g/１００g水とする。

計算式と考え方も書くこと。



２０１９年度 茨城キリスト教大学入学試験

化学基礎解答用紙（№１）（Ａ日程）

小 計

小 計

受験番号 １
２

Ⅰ

アルミ
ホイル

パン牛乳塩空気リチウム
イオン電池

空気水物の名称

アルミ
ニウム

炭素カルシ
ウム

ナトリ
ウム窒素リチウム酸素水素

含まれる
元素名

AlCCaNaNLiOH元素記号

Ⅱ
（ｊ）（ｉ）（ｈ）（ｇ）（ｆ）（ｅ）（ｄ）（ｃ）（ｂ）（ａ）

2112111011

（ｔ）（ｓ）（ｒ）（ｑ）（ｐ）（ｏ）（ｎ）（ｍ）（ｌ）（ｋ）

1661098168831

（α）（ｚ）（ｙ）（ｘ）（ｗ）（ｖ）（ｕ）

598178188

空気（Ne、Arなど）、食品（Ｃ、Ｓ、Ｎ、Ｃｌ、など）、その他納得のできるものな
ら正解。

Ⅲ
問１

（計算式と考え方）

酢酸の分子量は60であるため6.0/60×1000／100＝1.0となる。

1.0mol/L（答）

問２

（計算式と考え方）

酢酸イオンの物質量＝酢酸の電離度×酢酸の物質量より
5.0×10－3×6.0/60＝5.0×10－4molとなる

小 計

5.0×10－4mol（答）

Ⅳ

（計算式と考え方）

小 計

0.050mol/L（答）



２０１９年度 茨城キリスト教大学入学試験

化学基礎解答用紙（№２）（Ａ日程）

総 計

受験番号 ２
２

Ⅴ
問１

Ⅵ
問１

（メタン） CH4+2O2→ 2H2O+CO2

（プロパン） C3H8+5O2→ 4H2O+3CO2

88g（答）

（計算式と考え方）

小 計

176g（答）

問２

（計算式と考え方）

小 計

4.0mol（二酸化炭素）

問２

（計算式と考え方）

6.4mol（水）


